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社会福祉法人 
高梁市社会福祉協議会 
・高梁総合福祉センター内 
・電話（0866）22‐7243

第22号 

　10月１日、赤い羽根共同募金運動の実施に伴い、民生委員・児童委員、福祉施設の
方々のご協力をいただき、市内３カ所で街頭募金活動を行いました。 
　この日、募金にご協力いただいた中学生は登校する時に「今日から赤い羽根共同募
金が始まると母から聞いて、募金に来ました。少しでも地域の役に立つことがしたい
と思っています」と話していました。 
　赤い羽根共同募金は、10月1日から12月31日まで実施いたします。 

特集ふれあいサロン事業……………2～4

岡山県総合社会福祉大会他………………5

職群班班長委嘱交付式他…………………6

もくじ

支会だより他…………………………7～8

寄付……………………………………9～!0

この広報紙は寄附の一部を使って発行しています
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四
十
三
団
体
が
活
動
中 

宇
治
町
で
活
動
し
て
い
る
「
す
こ

や
か
ク
ラ
ブ
」
は
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方

が
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
通
じ
て
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
て
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
宇
治
町
総

合
会
館
で
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康

に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
清
掃
活
動

や
老
人
保
健
施
設
な
ど
へ
の
慰
問
も

行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
三
十
名
で
す
が
、

メ
ン
バ
ー
以
外
の
参
加
も
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

佐
々
木
町
内
の
「
老
人
生
き
が
い

サ
ロ
ン
」
は
、
地
域
の
女
性
が
中
心

と
な
り
佐
々
木
集
会
所
な
ど
で
、
花

見
や
月
見
な
ど
四
季
折
々
の
行
事
を

開
催
し
、
地
域
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
を
招
き
、
地
域
の
絆
を
深
め

は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
す
み
れ
サ
ロ
ン
」
は
、
福
地
本
村

町
内
で
活
動
し
て
い
る
サ
ロ
ン
で
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
が
多
く
暮
ら
す

地
域
に
お
い
て
、
月
に
一
回
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
宅
な
ど
に
集
ま
り
、
料
理

作
り
や
茶
話
会
を
通
じ
て
、
地
域
で

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
、
お
互
い
に
日
常
的
に
見

守
り
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
「
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
活
動
は

大
切
で
す
。
長
く
続
け
て
い
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
者
は
、
今
年
取
れ
た

新
米
で
ち
ら
し
寿
司
を
作
り
、
談
笑

し
な
が
ら
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
活
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
…
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所

こ
の
日
は
、
富
永
和
志
先
生
の
指

導
の
も
と
太
極
拳
を
行
い
、
参
加
者
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る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
カ
ル
タ
や
囲

碁
な
ど
趣
味
活
動
の
他
、
野
山
の
散

策
や
参
加
者
の
体
脂
肪
や
基
礎
代
謝

を
計
る
な
ど
健
康
管
理
も
行
い
、
地

域
で
充
実
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
沢
地
区
で
活
動
し
て
い
る
「
な

か
よ
し
会
」
は
毎
月
、
三
沢
公
民
館

に
集
い
、
編
物
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

十
一
月
に
は
、
襟
巻
き
を
作
成
し
、

三
沢
地
区
の
八
十
歳
以
上
の
老
人
世

帯
及
び
七
十
歳
以
上
の
独
居
世
帯
十

六
人
を
対
象
に
友
愛
訪
問
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
寒
い
冬
を
暖
か
く
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
一
針
一
針
心

を
込
め
て
編
ん
で
い
ま
す
。

代
表
者
は
「
同
じ
年
代
で
話
が
弾

み
ま
す
。
老
い
て
も
心
身
共
に
健
康

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
名
称
の
と
お
り
仲
良

く
お
し
ゃ
べ
り
が
絶
え
な
い
サ
ロ
ン

で
す
。

「
田
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
」

は
、
地
域
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
健
康
保
持
を
目
的
と
し
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
問
題

な
ど
の
情
報
交
換
を
行
い
、
対
策
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

十
月
十
三
日
の
体
育
の
日
に
は
、

地
域
の
方
々
を
誘
い
、
ま
た
交
通
手

段
の
な
い
方
の
送
迎
を
行
う
な
ど
六

十
代
か
ら
八
十
代
の
方
三
十
三
名
が

集
ま
り
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
真
剣
か
つ
和
や
か
な

雰
囲
気
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

平
川
地
区
三
町
内
の
手
工
芸
に
関

心
の
あ
る
方
々
が
、
代
表
者
宅
に
集

ま
り
、
作
品
作
り
や
会
食
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
手
工
芸
品
は
、
自
分
達

で
作
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
完
成
さ

せ
、
市
内
で
行
わ
れ
る
文
化
祭
や
展

示
会
な
ど
へ
出
展
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
十
名

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
人
形
作
り
を

行
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
互
い
に
教

え
あ
う
な
ど
和
や
か
に
活
動
を
し
ま

し
た
。「
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
そ
の
も
の
で
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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を
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

ま
た
、
次
回
も
誘
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

あ
す
な
ろ
会
で
は
こ
の
他
、
高
齢

者
と
手
芸
を
す
る
会
や
お
ひ
な
寿
司

づ
く
り
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
高
齢
化
に
よ
り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
活
動
を
中
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
社
協
の
サ
ロ
ン
活
動
に

賛
同
し
た
高
山
地
区
の
代
表
者
が

「
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
地
域
の
高
齢
者
に

呼
び
か
け
、
サ
ロ
ン
を
結
成
し
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
や
花
植
え
を
通
じ
て
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
た
後

は
、
メ
ン
バ
ー
が
持
ち
寄
っ
た
季
節

の
野
菜
を
使
っ
て
昼
食
を
作
り
一
緒

に
食
べ
な
が
ら
、
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
他
の
地
域
の

方
と
の
交
流
や
高
齢
者
宅
へ
の
友
愛

訪
問
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
あ
す
な
ろ
会
」
は
、
有
漢
町
上

有
漢
川
関
上
下
二
町
内
の
気
の
会
う

女
性
八
名
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
高
齢
者
と
の
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
活
動

し
て
い
る
サ
ロ
ン
で
す
。

九
月
に
は
、
タ
オ
ル
ハ
ン
ガ
ー
作

り
の
他
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
の
方
四
人
を
誘
っ
て
、

集
落
セ
ン
タ
ー
で
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ

た
ケ
ー
キ
を
作
り
、
お
茶
会
を
楽
し

み
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
は
、
足

腰
が
弱
っ
て
き
て
、
外
出
す
る
こ
と

が
億
劫
に
な
っ
て
い
た
の
で
「
送
迎

高梁市社会福祉協議会では、賛助会員の会費を
お願いしています。今
後ともご理解を賜り、
ご協力を頂きますよう
お願いいたします。
なお、ご協力いただ

いております会費の状
況は次のとおりです。

普 通 会 員 5,965人　　 6,091,000円

法 人 会 員 91件　　 309,000円

ふるさと会員 60人　　 246,000円

特 別 会 員 17人　　 85,000円

合　　　　計 6,133人（件） 6,731,000円

（ 9 月末現在）
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平
成
二
十
年
度
岡
山
県
総
合
社
会

福
祉
大
会
が
十
月
八
日
、
岡
山
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
高
梁
市
か
ら
個
人

三
十
二
人
と
七
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
民
参
画
に
よ
る

公
私
協
働
の
も
と
、
地
域
福
祉
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
県
下

の
社
会
福
祉
関
係
者
が
さ
ら
な
る
連

携
を
図
り
社
会
福
祉
の
よ
り
一
層
の

発
展
を
目
指
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。

県
知
事
表
彰

社
会
福
祉
功
労

▽
杉
本
　
右
一
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ

い
の
会
（
有
漢
）

県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

社
会
福
祉
功
労

▽
高
梁
北
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
（
高
梁
）

▽
備
中
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
会
（
備
中
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

▽
廣
兼
一
勇
喜
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
小
林
　
　
巖
さ
ん
（
落
合
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
・
団
体
功
労

▽
中
岸
サ
カ
ヱ
さ
ん
（
備
中
町
）

県
共
同
募
金
会
長
表
彰

奉
仕
功
労
者

▽
伊
賀
　
節
子
さ
ん
（
巨
瀬
町
）

▽
安

明
治
さ
ん
（
中
井
町
）

▽
石
田
佐
智
子
さ
ん
（
南
町
）

▽
難
波
　
　
崇
さ
ん
（
津
川
町
）

▽
平
野
　
　
剛
さ
ん
（
川
面
町
）

▽
藤
森
　
弘
子
さ
ん
（
本
町
）

▽
川
上
　
秀
樹
さ
ん
（
玉
川
町
）

▽
西
江
　
勝
利
さ
ん
（
宇
治
町
）

▽
本
倉
　
孝
一
さ
ん
（
宇
治
町
）

▽
吉
岡
貴
久
子
さ
ん
（
落
合
町
）

▽
西
森
　
郁
雄
さ
ん
（
川
面
町
）

▽
赤
木
　
昌
子
さ
ん
（
原
田
北
町
）

▽
竹
上
美
代
子
さ
ん
（
松
原
町
）

▽
平
松
　
洋
子
さ
ん
（
松
原
町
）

奉
仕
団
体

▽
高
梁
市
仏
教
会
（
高
梁
）

▽
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
た
か
は

し
授
産
セ
ン
タ
ー
（
高
梁
）

▽
社
会
福
祉
法
人
梁
和
会
高
梁
中

央
保
育
園
（
高
梁
）

▽
社
会
福
祉
法
人
梁
和
会
落
合
保

育
園
（
高
梁
）

従
事
功
労
者

▽
加
藤
　
隆
志
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
神
尾
　
敏
夫
さ
ん
（
南
町
）

▽
吉
岡
　
伸
子
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
中
西
　
昭
博
さ
ん
（
川
上
町
）

▽
中
岸
サ
カ
ヱ
さ
ん
（
備
中
町
）

▽
圓
橋
　
克
治
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
廣
兼
一
勇
喜
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
沖
嶋
　
　
博
さ
ん
（
落
合
町
）

▽
森
川
　
盛
久
さ
ん
（
川
上
町
）

▽
平
田
　
重
光
さ
ん
（
松
原
町
）

▽
三
宅
　
英
雄
さ
ん
（
川
上
町
）

▽
丹
治
　
　
勇
さ
ん
（
川
上
町
）

▽
森
下
　
昌
昭
さ
ん
（
川
上
町
）

▽
岩
本
　
公
男
さ
ん
（
中
井
町
）

岡山市民会館で開催された岡山県総合社会福祉大会

▽
期
間
…
十
一
月
一
日
〜
十
二

月
三
十
一
日

▽
趣
旨
…
新
た
な
年
を
迎
え
る

時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ

る
人
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
民
の
参
加
や
理
解
を
得
て

様
々
な
福
祉
活
動
を
重
点
的
に

展
開
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て

い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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こ
の
ほ
ど
高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
群
班
班
長
委
嘱

交
付
式
を
行
い
、
会
員
の
中
か
ら
選

出
し
た
班
長
二
十
四
人
に
、
平
田
会

長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
会
員
同
士
の
連
帯
意
識

と
親
睦
を
基
調
と
し
て
、
安
全
な
作

業
遂
行
を
促
進
す
る
と
と
も
に
事
業

効
果
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
筆
耕
な
ど
を
行
う
事
務
班
や
庭

木
の
剪
定
や
障
子
の
張
替
え
を
行
う

技
能
班
、
草
刈
や
草
取
を
行
う
単
純

作
業
班
な
ど
七
班
か
ら
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。

委
嘱
を
受
け
た
班
長
の
一
人
は

「
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
が
、
班
の
融

和
に
努
め
、
事
業
の
推
進
と
発
展
の

た
め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
入

会
、
仕
事
の
発
注
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

九
月
九
日
、
岡
山
県
社
会
福
祉
協

議
会
の
主
催
に
よ
り
、
地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
生
活
支
援
員
研
修
会
が

岡
山
市
の
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
八
人
の
生
活
支
援
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
年
は
「
利
用
者
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
の
た
め
に
」
と
題
し
た
岡
山

赤
十
字
病
院
玉
野
分
院
の
四
方
克
尚

氏
に
よ
る
講
義
が
あ
り
、
四
方
氏
は

「
利
用
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
利
用
者
サ
イ
ド
に
立
ち

続
け
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
な
が
ら

利
用
者
の
話
を
傾
聴
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
活
支
援
員
は
「
講
義

や
演
習
を
通
じ
て
日
々
の
援
助
方
法

を
見
直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平田会長より委嘱状を受け取る班長

賞状書きをする会員

意見交換の様子

日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

（
知
的
･
精
神
の
障
害
）
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
次
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
相
談

援
助

②
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

③
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
や
ご
相
談
は
、
高
梁
市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
又
は

各
支
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

安心 
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福
祉
委
員
連
絡
会
湯
野
支
部

支

会

だ

よ

り

備
中
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会
湯
野

支
部
で
は
、
九
月
十
日
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
湯
野
荘
で
、
電
動
車

（
電
動
車
い
す
）
の
利
用
者
を
対
象
と

し
た
交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
、

福
祉
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
、

電
動
車
の
利
用
者
総
勢
三
十
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
電
動
車
の
利
用
が
高
ま

る
湯
野
地
区
に
お
い
て
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
実
施
し
た

も
の
で
、
高
梁
警
察
署
交
通
指
導
員

の
西
川
美
津
江
氏
と
田
原
駐
在
所
巡

査
の
松
永
清
吾
氏
を
講
師
に
迎
え
、

電
動
車
の
利
用
に
関
す
る
交
通
規
則

や
一
般
交
通
安
全
規
則
、
日
常
生
活

上
の
安
全
対
策
や
心
が
け
に
つ
い
て

講
習
を
受
け
、
そ
の
後
、
電
動
車
へ

交
通
安
全
旗
の
取
付
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
日
常
点
検
の
必
要
性

や
交
通
ル
ー
ル
を
再
認
識
し
、
安
全

運
転
に
心
が
け
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

高
梁
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

高
梁
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
十

月
九
日
、
高
梁
市
民
体
育
館
で
高
梁

地
域
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
、
高
梁
地
域
の
高
齢
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
三
百
九
十
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
自
ら
の
健
康
の

保
持
増
進
と
参
加
者
相
互
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
親
睦
を
深
め
る
と
い
う
目

的
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年

で
三
十
六
回
目
。
チ
ー
ム
は
地
域
別

か
ら
編
成
さ
れ
、
参
加
者
は
玉
入
れ

や
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
六
種
目
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
競
技
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
　
勝
…
福
地
福
寿
会

準
優
勝
…
高
倉
町
老
人
ク
ラ
ブ

第
三
位
…
川
面
長
寿
会

川
上
生
き
が
い
対
策
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

高
梁
市
川
上
い
き
い
き
交
流
館
で

は
、
十
月
六
日
、
恒
例
の
秋
の
遠
足

を
実
施
し
、
新
見
市
草
間
の
手
打
ち

そ
ば
道
場
で
そ
ば
打
ち
体
験
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
お
店
の
方
の
指
導
に

よ
り
、
各
自
そ
ば
粉
を
練
り
、
一
つ

に
併
せ
て
交
代
で
こ
ね
ま
し
た
。
額

に
汗
し
な
が
ら
、
麺
に
仕
上
げ
て
、

け
ん
ち
ん
そ
ば
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
「
そ
ば
打
ち
は

初
め
て
で
す
が
、
お
店
の
方
に
教
え

て
い
た
だ
き
上
手
に
で
き
ま
し
た
。

自
分
で
打
っ
た
そ
ば
の
味
は
格
別
で

す
」
と
満
足
な
様
子
で
し
た
。

競技を楽しむ参加者

そば粉を練る参加者

講習を受ける参加者
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有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

九
月
十
四
日
、
有
漢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
敬
老
会
を
開
催
し
、
七
十
五

歳
以
上
の
方
が
二
百
二
十
三
名
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
の
方
々
よ
り
長

寿
を
祝
う
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ま
た

各
団
体
よ
り
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
町
内
有
志
の
方
々
に
よ

り
、
舞
踊
や
演
奏
、
銭
太
鼓
、
歌
、

神
楽
な
ど
が
催
さ
れ
、
和
や
か
な
初

秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
有
漢
の
会
に
よ
る
送
迎
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
有
漢
中
学
校
の
生
徒
が
高

齢
者
の
手
を
ひ
い
て
案
内
す
る
な
ど
、

多
く
の
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
に
よ
り
、
手
作
り
の
温
か
い
敬

老
会
と
な
り
ま
し
た
。

十
月
二
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ

さ
ゆ
り
苑
で
、
利
用
者
全
員
が
参
加

し
た
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
利
用

者
は
輪
投
げ
や
ボ
ー
ル
投
げ
、
饅
頭

食
い
競
争
な
ど
六
つ
の
競
技
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
に
は
職
員
が

作
っ
た
三
色
お
に
ぎ
り
や
玉
子
焼
き

な
ど
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
一
人
は
「
負
け
な
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
、
い
つ
も
よ
り
身

体
が
動
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

饅頭食い競争をする利用者

敬老会の様子

地
区
社
協
活
動
紹
介

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
い
た
だ

い
た
皆
様
か
ら
の
浄
財
に
よ
っ
て
特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
と
な

る
疾
患
の
方
及
び
人
工
透
析
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
で
、
申
請
書
を
提
出

さ
れ
た
方
に
激
励
金
を
お
贈
り
し
ま

す
。申

込
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限
…
平
成
二
十
年
十
一
月

二
十
八
日
（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ
…
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所

寝
具
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
高

齢
者
な
ど
を
対
象
に
寝
具
洗
濯
乾
燥

消
毒
事
業
を
平
成
二
十
一
年
二
月
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

▽
対
象
者
…
次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い

る
方

②
六
十
五
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
世
帯
に
属
す
る
高
齢
者
並
び

に
身
体
障
害
者

③
病
気
や
障
害
な
ど
の
理
由
で
寝
具

の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

▽
対
商
品
目
…
掛
布
団
、
敷
布
団
、

肌
布
団
、
毛
布
（
シ
ン
グ
ル
）
の

一
セ
ッ
ト

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
に
チ

ラ
シ
を
町
内
回
覧
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
…
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所

受付を手伝う中学生
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高梁市社会福祉協議会へ平成20年9月と10月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
中
井
町
　
仲
田
　
義
昭

（
故
・
豊
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
野
瀬
　
眞
一

（
故
・
栗
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
真
野
　
　
正

（
故
・
重
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
大
久
保
清
彦

（
故
・

夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
笠
谷
　
和
男

（
故
・
二
三
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
中
村
　
　
剛

（
故
・
隆
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
原
町
　
新
井
ス
ミ
子

（
故
・
訓
次
様
の
ー
）

二
十
万
円

落
合
町
　
赤
木
　
哲
郎

（
故
・
一
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
長
船
　
　
誠

（
故
・
正
弘
様
の
ー
）

金
一
封
　
浜
　
町
　
薬
師
寺
和
子

（
故
・
遜
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
堀
　
　
健
吾

（
故
・
春
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
内
山
下
　
小
川
　
明
徳

（
故
・
勝
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
西
村
　
匡
弘

（
故
・
一
二
三
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
島
田
　
一
雄

（
故
・
隆
弘
様
の
ー
）

二
十
万
円

段
　
町
　
森
　
　
　
剛

（
故
・
時
義
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
福
森
　
恵
治

（
故
・
マ
ツ
ヨ
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
成
　
羽
　
石
原
タ
ケ
コ

（
故
・
五
三
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
相
　
坂
　
那
須
　
英
雄

（
故
・
満
知
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
大
阪
府
　
赤
木
　
教
晃

（
故
・
幸
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
大
森
　
生
善

（
故
・
久
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
赤
木
　
節
博

（
故
・
里
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
仁
後
恵
美
子

（
故
・
幸
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
羽
　
山
　
本
倉
　
安
治

（
故
・
要
様
の
ー
）

五
万
円
　
中
　
野
　
大
江
　
　
和

（
故
・
輝
恵
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
領
　
家
　
三
木
　
貞
明

（
故
・
茂
明
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
山
市
　
山
元
　
憲
民

（
故
・
勝
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
武
田
　
隆
介

（
故
・
正
信
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
平
松
　
恵
市

（
故
・
萬
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
小
田
上
芳
己

（
故
・
寅
子
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
藤
田
　
博
人

（
故
・
ハ
ジ
メ
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
杉
田
　
富
夫

（
故
・
勝
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
西
田
　
　
實

（
故
・
浩
幸
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
野
村
　
正
志

（
故
・
幸
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
川
上
　
博
史

（
故
・
道
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
小
林
　
和
代

（
故
・
訓
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
塩
田
　
光
義

（
故
・
二
郎
様
の
ー
）

五
万
円
　
原
田
北
町

溝
川
　
公
人

（
故
・
和
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
太
田
　
　
博

（
故
・
喜
美
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
爲
長
　
敏
恵

（
故
・
熙
忠
様
の
ー
）

金
一
封
　
伊
賀
町
　
百
野
　
吟
子

（
故
・
絹
恵
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　
川
面
町
　
西
村
　
匡
弘

（
故
・
一
二
三
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
森
野
ひ
で
こ

（
故
・
京
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
水
野
　
　
實

（
故
・
馨
様
の
ー
）

五
万
円
　
川
面
町
　
西
村
　
　
侑

（
故
・
住
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
小
林
　
和
代

（
故
・
訓
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
松
本
　
武
志

（
故
・
貴
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
谷
口
　
恒
夫

（
故
・
綾
子
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　
中
井
町
　
小
西
　
一
夫

（
故
・
つ
ま
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
塩
田
　
光
義

（
故
・
二
郎
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封
　
宇
　
治
　
立
川
　
圭
吾

（
故
・
勲
様
の
の
ー
）

金
一
封
　
宇
　
治
　
藤
井
　
由
夫

（
故
・
晃
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
　
治
　
宝
蔵
　
　

（
故
・
米
子
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封
　
松
原
町
　
田
上
　
v
久

（
故
・
誠
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
山
下
　
武
夫

（
故
・
菊
枝
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
上
森
ト
ク
代

（
故
・
和
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
岡
見
五
百
里

（
故
・
勇
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
藤
森
　
輝
夫

（
故
・
愛
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
秋
庭
　
正
治

（
故
・
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
川
上
　
春
雄

（
故
・
緑
様
の
ー
）

金
一
封
　
真
備
町
　
西
　
　
久
男

（
故
・
太
郎
様
の
ー
）
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金
一
封
　
布
　
賀
　
原
田
　
司
一

（
故
・
工
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
w
見
　
元
章

（
故
・
久
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
真
備
町
　
井
上
　
修
治

（
故
・
正
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
森
重
　
吉
史

（
故
・
陽
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
大
山
　
洋
治

（
故
・
盛
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
川
上
ア
ヤ
コ

（
故
・
利
勝
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
　
第
二
九
二
・
二
九
三
回
目
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
渡
邉
　
雪
代

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
上
有
漢
　
本
城

子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
中
山
　
永
三

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

二
万
円
　
有
　
漢
　
長
柄
　
厚
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
山
本
　
明
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
保
田
　
岩
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
高
原
　
高
志

この広報紙は再生紙を使用しています。 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
布
　
瀬
　

（株）
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
高
梁
備
中
店

（
な
り
わ
祭
り
の
売
上
寄
付
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
中
久
保
幸
一

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
下
大
竹
　
藤
本
　
純
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
西
川
　
澄
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
高
橋
　
基
壽

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
赤
木
　
康
子

（
快
気
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
高
梁

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 
　　　　  （本所・各支所）まで 

保険料 
（掛金） 

社会福祉法人 

全国社会福祉協議会 

Ａプラン…260円 
 

Bプラン…420円 
 

Cプラン…590円 
 天災危険補償タイプもあります。 

●活動場所と自宅との 
　往復途上の事故も補償 

●防災・災害のボランティア 
　活動も補償 

●ボランティア自身の食中毒や 
　熱中症も補償 

●地震等天災によるケガも補償 
　（天災タイプ加入の場合） 

団体契約者 


